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（平成26年11月末日現在）

●人　口　32,616人（対前月－28人）

　　　　   （男／ 15,597人　女／ 17,019人）
●世帯数　11,432世帯（対前月－16世帯）

１月４日（日）

　　５日（月）

　 11日（日）

　 25日（日）

　 31日（土）

　 11日（日）

神埼市消防団出初式

神埼市年詞交歓会　

神埼市成人式

吉野ヶ里ロードレースin神埼市

神埼市青少年主張大会

佐賀県知事選挙

市県民税（４期）　　国民健康保険税（８期）

平日　８：30 ～ 17：15
　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～
・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
新
年
号
の
表
紙
を
飾
っ
て
い
る
「
日
の
出
」。
今

年
は
、
吉
野
个
里
歴
史
公
園
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
の
出
の
明
か
り
と
吉
野
个
里
歴
史
公
園
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
幻
想
的
な
光
景
を
演
出
し
て
お

り
、
新
年
の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
一
枚
で
す
。

　
神
埼
市
に
と
っ
て
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
今
年
一
年
が
こ
の
写
真
の
よ
う
に
輝
か

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
。

今
月
の
表
紙

﹁
吉
野
个
里
歴
史
公
園
と
日
の
出
﹂
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１ 

月

新
年
の
ご
挨
拶 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

４

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５ 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

８

本
当
は
怖
い
、
脂
肪
肝
!! 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

10

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎 

 ⋮
⋮

11

国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
及
び
後
期
高
齢
者
健
診

（
集
団
健
診
）
の
追
加
開
催 

 
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

12

佐
賀
県
知
事
選
挙
／
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

を
募
集
し
ま
す
／
平
成
27
・
28
年
度
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
の
受
付
開
始 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

13

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
／
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
を
ご
存
知
で
す
か 

 
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

14

11
月
定
例
議
会
／
本
人
通
知
制
度
が
始
ま
り
ま
す

 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

15

平
成
26
年
分
所
得
税
確
定
申
告
・
平
成
27
年
度
市

県
民
税
申
告
の
相
談
受
付
を
開
催
し
ま
す 

 ⋮

16

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す
／
若
者

定
住
賃
貸
住
宅
入
居
予
備（
登
録
）者
募
集
／﹁
仁

比
山
温
泉
も
み
じ
の
湯
﹂
年
始
営
業
の
お
知
ら
せ

 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

17

固
定
資
産
税
の
減
額
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
／

家
屋
の
取
り
壊
し
、
住
宅
用
地
の
利
用
変
更
届
出

を
お
願
い
し
ま
す 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

18

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
は
お
忘
れ
な

く
／
﹁
神
埼
よ
か
よ
か
券
﹂
の
使
用
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
／
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う 

 ⋮

19

表
彰
（
統
計
・
交
通
指
導
員
・
叙
勲
）
／
筑
後
川

源
流
の
碑
除
幕
式 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

20

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

21

物
産
館
情
報
／
い
き
い
き
大
学
／
夜
の
市
長
室

 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

22

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表
／
つ
ま
み
食
い

講
座
の
開
催
報
告 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

23

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

24

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
お
む
す
び

チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

25

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当

番
医
／
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す 

 ⋮

26

相
談 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

27

情
報
板 
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

28

Ｆ
Ｍ
佐
賀 
Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼 

 ⋮
⋮
⋮
⋮

30

神
埼
の
偉
人
紹
介
し
ま
す 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

31

ま
ち
の
話
題 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

32

趣
味
あ
い
あ
い 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

34

第
９
回
神
埼
市
青
少
年
主
張
大
会
／
文
芸
コ
ー

ナ
ー 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

35

神
埼
旬
菜 

 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

36

神埼高校３年 書道部

塩塚　拡人 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
ま
で
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
休
み
時
間
の

ち
ょ
っ
と
し
た
合
間
や
、
昼
休
み
の
時
間
も
大
切

に
し
、
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
や
家
族
、

周
り
の
方
々
に
感
謝
し
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

全
力
で
試
験
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
な
め
ら
か
で
悠
然
と
し
た
古
典
で
あ
る

雁
塔
聖
教
序
の
書
風
を
取
り
入
れ
て
書
き
ま
し

た
。
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む
べ
き
行
政
守
備
範
囲
内
に
あ
り
、
新
市
誕
生

か
ら
常
に
、
公
平
か
つ
公
正
に
、
さ
ら
に
オ
ー

プ
ン
を
旨
と
し
て
誠
心
誠
意
、
も
の
ご
と
に
対

処
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
切
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
改
め
て
、
今
年
は
合
併
10
年
目
で
あ
り
ま

す
。
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、
特
別
な
記
念
と

な
る
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
継
続

す
べ
き
事
務
事
業
は
引
き
続
き
取
り
組
み
な
が

ら
、
新
し
い
時
が
求
め
る
も
の
と
し
て
、
今
年

12 

公
共
施
設
の
建
設
と
行
政
組
織
の
見
直
し

⋮
庁
舎
、
図
書
館
他
の
建
設
計
画
策
定

13 

合
併
10
周
年
記
念
事
業
⋮
「
神
埼
市
史
編

纂
」
な
ど
の
事
業
計
画
作
成

14 

地
域
の
活
性
化
⋮
そ
の
他

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
市

報
に
掲
載
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。
全
市
民
の

皆
さ
ま
の
参
加
に
よ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
を
目

指
し
、
合
併
10
年
を
契
機
に
し
て
、
こ
れ
ら
の

多
く
の
課
題
に
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
お
一

人
お
ひ
と
り
が
存
在
感
を
持
て
る
ま
ち
を
創
造

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
神
埼
市
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
平
成

27
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

に
し
て
、
幸
せ
に
満
ち
た
も
の
と
な
り
ま
す
こ

と
を
念
じ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
元
旦

 

神
埼
市
長

　
松
本
　
茂
幸

は
次
の
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

１ 

地
方
創
生
に
係
る
事
業
⋮
「
日
本
史
を
学

べ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
計
画
策
定
と
着
手

２ 

広
域
行
政
へ
の
対
応
⋮
「
市
町
合
併
と
ま

ち
づ
く
り
」
の
意
思
表
示
と
そ
の
後
の
展

開
　
①
葬
祭
公
園
（
火
葬
場
）
建
設
　

　
②
一
般
廃
棄
物
処
理
場
（
佐
賀
東
部
ゴ
ミ
処

理
場
）
建
設

３ 

伊
東
玄
朴
顕
彰
事
業
⋮
「
記
念
館
建
設
と

そ
の
利
活
用
」
の
計
画
策
定
と
着
手

４ 

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
整
備
⋮
事
業
推
進

５ 

長
崎
街
道
整
備
⋮
「
櫛
田
宮
門
前
広
場
」

の
利
活
用
計
画
策
定
と
着
手

６ 

勢
福
寺
城
周
辺
整
備
⋮
計
画
策
定
と
着
手

７ 

南
部
工
業
団
地
整
備
⋮
造
成
と
企
業
誘
致

促
進

８ 

６
次
産
業
化
起
業
⋮
「
ブ
ラ
ン
ド
」
開
発

と
起
業
主
体
の
設
置

９ 

国
際
交
流
事
業
⋮
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
韓

国
と
の
交
流
充
実
推
進

10 

安
全
安
心
の
創
造
⋮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
と
実
行
へ
の
周
知
徹
底

11 

よ
り
健
康
で
元
気
神
埼
の
創
造
⋮
ス
ポ
ー

ツ
（
ラ
ジ
オ
体
操
他
）
と
文
化
の
推
進

▲王仁博士顕彰公園に設置予定の百済門
　（イメージ写真：韓国霊岩郡の百済門）
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あ
け
ま
し
て

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
自
民
党
政
権
下
の
安
倍
晋
三
総
理

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
経
済
活
性
化
政

策
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
活
性
化
策
「
三

本
の
矢
」
に
寄
せ
ら
れ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

に
つ
い
て
は
、
大
企
業
と
一
部
の
皆
さ
ま
に
は

歓
迎
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
国
民
・
市
民
の
皆
さ
ま
に

あ
っ
て
は
、
期
待
す
る
効
果
が
体
感
で
き
な
い

状
況
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
暮
れ
の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
今
後
の

安
倍
政
権
の
方
向
性
を
確
認
す
る
も
の
で
、
こ

こ
に
新
年
を
迎
え
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
国

策
の
展
開
と
国
政
浮
揚
が
図
ら
れ
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
の
変
化
に
よ
る
台
風
の
発
生
・

緊
迫
し
た
状
況
は
国
民
へ
の
不
安
を
醸
し
、
一

日
も
早
い
国
交
正
常
化
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
状
況
の
中
で
、
２
０

１
５
年
（
平
成
27
年
）
の
我
が
神
埼
市
の
安
全

と
平
和
を
、
さ
ら
な
る
発
展
を
強
く
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
３
月
20
日
の
三
町
村
合
併
か
ら
10

年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
期
待
に
伴
う
成
就
と

残
念
な
思
い
が
多
々
あ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
も
神
埼
市
政
運
営
を
振
り
返
り

色
々
な
こ
と
が
去
来
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年
度
の
、
こ
れ
か
ら
の

市
政
運
営
が
神
埼
市
の
発
展
に
と
っ
て
大
変
重

要
で
あ
る
と
い
う
基
本
認
識
の
も
と
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
心
掛
け
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
政
運
営
の
柱
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
市
報

５
月
号
に
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
第
１
に
安
全
安
心
の
確
保
、
第
２
に
子
育

て
支
援
、
教
育
支
援
と
福
祉
の
充
実
、
第
３
に

地
域
の
活
性
化
、
第
４
に
財
政
の
健
全
化
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
神
埼
市
が
常
に
取
り
組

移
動
の
道
筋
や
地
球
内
部
の
地
殻
変
動
に
よ
る

爆
発
・
地
震
な
ど
の
災
害
の
態
様
が
大
き
く
変

化
し
、
国
民
・
市
民
の
安
全
安
心
に
対
す
る
対

応
が
見
直
さ
れ
、安
全
確
保
へ
の
法
律
の
制
定
、

新
た
な
防
災
体
制
へ
の
取
り
組
み
が
急
が
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
情
勢
の



総
務
企
画
部
　

　
平
成
25
年
３
月
に
策
定
し
た
総
合

計
画
の
「
後
期
基
本
計
画
」
を
基
に

市
民
ニ
ー
ズ
や
均
衡
あ
る
地
域
社
会

の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
、
次

の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
取
り
組

み
と
し
て
、
巡
回
バ
ス
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
行

政
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。
今
年

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
伴

い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
も
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
長

崎
街
道
に
お
け
る
中
心
市
街
地
拠
点

整
備
事
業
を
地
元
と
一
緒
に
な
っ
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
防
災
面
に
お
い
て
は
皆
さ
ま
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
整
備
し
て
き
た
防
災
行
政
無
線

を
は
じ
め
防
災
メ
ー
ル
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
を
活
用
し
て
迅
速
な
防
災

情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
葬
祭
公
園
整
備
事
業
は
、
吉
野
个

里
町
と
と
も
に
整
備
促
進
に
努
め
る

こ
と
と
し
、
基
礎
調
査
の
成
果
を
も

と
に
具
体
的
な
整
備
方
針
を
掲
げ
取

り
組
み
ま
す
。

　
神
埼
ブ
ラ
ン
ド
創
造
の
菱
焼
酎
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
原
料
で
あ
る
菱

の
安
定
し
た
供
給
を
図
り
、
６
次
産

業
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

実
施
と
子
育
て
支
援
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、
電
気
自
動
車
急
速

充
電
設
備
の
設
置
な
ど
自
然
環
境
･

生
活
環
境
の
保
全
、
資
源
循
環
型
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
、
ご
み
の

減
量
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
福
祉
部
門
で
は
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
が
本
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
生
活
困

窮
者
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
生
活

保
護
受
給
者
以
外
の
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
を
置
き
、
生
活
困
窮
者

の
早
期
自
立
に
資
す
る
よ
う
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
部
門
で
は
、「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」
に
重
点
を
置

き
取
り
組
み
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て

も
、
自
分
ら
し
く
最
期
ま
で
誇
り
や

尊
厳
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
地
域
社

会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
っ
て

い
く
に
は
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識

や
正
し
い
対
応
を
知
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
地
域
の
皆
さ
ん
の
中
に

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
、
出
前
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

産
業
建
設
部

　
個
人
消
費
低
迷
で
市
内
中
小
事
業

者
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
に
あ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
商

工
会
な
ど
と
連
携
し
、
地
方
創
生
関

連
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

既
存
企
業
の
支
援
や
地
場
産
業
の
育

成
を
は
じ
め
、
南
部
工
業
団
地
の
開

発
、
優
良
企
業
の
立
地
を
推
進
し
ま

す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光

Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
観
光
資
源
で
あ
る
王
仁
博
士
顕
彰

公
園
整
備
促
進
と
観
光
ル
ー
ト
の
創

設
を
行
い
、
誘
客
の
増
加
に
繋
げ
ま

す
。

　
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ

い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
や
米

の
生
産
調
整
の
見
直
し
、
補
助
制
度

の
改
正
な
ど
農
業
政
策
の
変
革
期
に

あ
り
ま
す
。
農
業
経
営
の
安
定
、
農

村
の
維
持
の
た
め
、
今
後
も
強
い
農

業
を
目
指
し
、
農
業
競
争
力
と
生
産

性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ク
法
落
対
策
工

事
が
本
格
化
し
て
お
り
、
市
内
の
間

伐
材
の
木
杭
利
用
の
推
進
と
併
せ
、

森
林
施
業
を
促
進
し
、
森
林
の
保
全

と
林
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
道
路
・
河
川
・
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
、「
環
境
に
や
さ
し

く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
方
針
に
、
社
会
資
本
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。
防
災
対
策
と
交
通
安
全

対
策
に
重
点
を
置
き
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
一
方
で
、
市
道
橋
な
ど
社
会
基
盤

の
老
朽
化
対
策
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
と
産
業
基
盤
の
充
実
を
計
る
長

期
的
な
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
汚
水
処
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
第
４
期
と
し

て
公
共
下
水
道
区
域
を
拡
大
し
、
浄

化
槽
整
備
と
併
せ
て
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
と
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

よ
る
居
住
環
境
改
善
に
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
み
ま
す
。

 

今
年
の
抱
負

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲菱ぼうろと菱焼酎

▲クリーク法落対策工事
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財
政
面
で
は
、
地
方
交
付
税
の
合

併
特
例
優
遇
措
置
が
、
平
成
32
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
財
政
運
営
は
一
段
と
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
さ

ら
な
る
事
業
の
取
捨
選
択
を
行
い

な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま

す
。市

民
福
祉
部

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
と
健

康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
対
策
を

推
進
し
、
健
診
事
業
（
ガ
ン
対
策
な

ど
）
と
健
診
後
の
保
健
指
導
の
充
実

に
努
め
、
あ
わ
せ
て
第
二
次
食
育
推

進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
乳

幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る

た
め
、
乳
幼
児
健
診
や
予
防
接
種
の

神
埼
市
議
会議

長
　
永
沼

　彰

神
埼
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
田
代 

高
規

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
も

新
た
に
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、神
埼
市
議
会
を
代
表
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
４
月
の
選
挙
に
よ
り
、
皆
さ
ま
方
か
ら

選
ば
れ
た
20
人
の
新
た
な
議
員
構
成
で
ス
タ
ー

ト
し
新
し
い
息
吹
の
も
と
に
、
公
正
・
公
平
で

円
滑
な
議
会
運
営
と
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

に
向
け
た
改
革
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
は
議
会

報
告
会
を
神
埼
市
議
会
と
し
て
初
め
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
議
会
に
対
し
、
皆
さ
ま
方
の
深
い

ご
理
解
、力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、お
陰
を
も
ち

ま
し
て
、
議
会
活
動
に
専
心
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
政
に
お
い
て
は
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ
り
明
る
さ
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
日
本
経
済
で
す
が
、
急
速

な
円
安
に
よ
り
地
方
経
済
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
神
埼
市
は
今
年
合
併
後
10
年
目
と
な
る
節

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
行
政
改
革
を
推
進

し
な
が
ら
、
新
規
事
業
を
始
め
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
を
創
設
し
ま
し
た
。
一
昨
年
よ
り
始
ま

り
ま
し
た
「
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
神
埼

市
民
の
お
も
て
な
し
の
心
に
よ
り
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
て
は
、
本
当
に
市
民
が
必
要

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
効
率
的
・
効
果
的
に
提

供
さ
れ
る
か
、
議
決
機
関
と
し
て
だ
け
で
な

く
市
民
の
代
表
と
し
て
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ

ク
し
、
行
政
の
執
行
状
況
を
監
視
す
る
役
割

を
果
す
と
と
も
に
、
議
会
側
か
ら
も
積
極
的

な
政
策
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
将
来
の
神
埼
市
の
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ま

の
生
活
向
上
の
た
め
議
員
一
同
、
心
新
た
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ

ま
方
に
と
っ
て
、
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
年
を
、
皆
さ
ま
お
揃
い
で
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
21
世
紀
も
十
数
年
を
経
過
し
、
世
の
中
は
日

進
月
歩
の
変
化
を
み
せ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
一

つ
取
っ
て
も
、
鮮
や
か
な
画
面
に
な
り
、
リ
モ

コ
ン
一
つ
で
様
々
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
な
科
学
技
術
の
産
物
を
、
学
校
教

育
に
も
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
市
内
全
部
の

小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
い
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、快
適
な
教
室
に
、「
電
子
黒
板
」

を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。
画
面
に
触
れ
る
だ

け
で
様
々
な
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
が
増
し
、

学
力
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学

３
年
生
に
は
、
情
報
端
末
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸

与
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
生
か
し
、
義
務
教
育
の
し
め
く
く

り
を
し
っ
か
り
ま
と
め
上
げ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
、
学
校
に
足
を

お
運
び
い
た
だ
い
て
、
21
世
紀
型
の
教
室
で
学

ぶ
児
童
生
徒
の
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
社
会
の
進
展
は
、
教
育

の
面
で
心
配
な
状
況
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

心
の
成
長
の
糧
と
な
る
生
活
体
験
や
自
然
体
験

を
す
る
機
会
が
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
の
主
導
で
、
集
団
宿
泊

生
活
や
野
外
体
験
活
動
の
場
を
設
定
し
、
人
間

関
係
を
作
る
力
や
我
慢
の
心
な
ど
を
養
っ
て
い

こ
う
と
い
う
構
想
を
立
て
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
化
財
関
係
で
は
、「
旧
古
賀
銀

行
神
埼
支
店
」
を
公
開
活
用
す
る
た
め
に
、
復

元
整
備
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

平
成
22
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
「
姉
川
城

跡
」
の
保
存
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
を
定
め

て
、
今
後
の
保
存
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
老
朽
化
に
伴
う
改
修
作
業
で
、
長
い
間
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た
中
央
公
民
館
が
、

よ
う
や
く
工
事
を
終
え
、
も
う
す
ぐ
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
読
書
活
動
、
文
化
活
動
な
ど

に
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
５
月

最
終
水
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
」の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、「
ラ
ジ
オ
体
操
」

の
実
践
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
活
動
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、市
民
の
皆
さ
ま
が
、

健
康
で
明
る
い
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
る
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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　千葉真子さんは、96年アトランタオリンピック1万メートルで５位入賞、97年ア
テネ世界選手権１万メートルでトラック初となる銅メダル、03年パリ世界選手権マラ
ソンで銅メダルに輝き、トラック、マラソン両種目のメダルを手にするなど日本女子
長距離界のトップ選手として国際舞台で活躍されました。
　現在は“スポーツで世の中を元気にしたい”という目標をかかげ、ゲストとしてマ
ラソン大会に出演する他、講演会、メディアなどで活動されています。

　大会当日は、広い範囲で交通規制が必要で、交通混雑が予想されます。コース周辺の住民、事業所の皆さまをはじめ、
施設利用者や通行者の皆さまなど、多くの方にご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解とご協力をお願いします。

千葉 真子 / ちば まさこ

ゲスト

交通規制について

ランナーをおもてなしの心と温かい声援で迎えましょう

さが桜マラソン 2015
SAGA SAKURA MARATHON

　４月５日（日）に開かれる「さが桜マラソン2015」のフルマラソンで、約8,500人のランナーが神埼市内を駆
け抜けます。
　神埼市内では、今年もコース沿道や折り返し地点の吉野ヶ里歴史公園内で、市内の中学・高校生による「吹奏楽」
の演奏、地元団体による「和太鼓」の演奏や地元特産品である「神埼そうめん」の給食、ボランティアの方々の応援など、
ランナーをおもてなしの心で迎え、大会を盛り上げる予定です。
　大会当日は、皆さまも吉野ヶ里歴史公園や沿道での温かいご声援をお願いします。

◎問い合わせ　さが桜マラソン大会事務局　☎27-0728
市長公室　企画係　☎37-0102　　　　
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健 康

アルコールが原因ではない脂肪肝が増えています

本当は怖い、脂肪肝!!
✿脂肪肝のなかには恐ろしい脂肪肝（NASH）があります

✿予防は定期的な健診受診と生活習慣の改善がカギ

✿住民総合健診を受けられなかったという方は・・・

＜健診結果で異常を指摘された項目＞（平成25年度元気かんざき健康プランアンケート結果より）

　肝臓の肝細胞のなかに脂肪の滴（中性脂肪）がたまった状態を脂肪肝といいます。以前は、お酒の飲み過ぎが原
因といわれていましたが、最近は肥満の人の増加とともに、お酒を飲まない人にも脂肪肝をもっている人が増え、
これをNAFLD（非アルコール性脂肪肝疾患）と呼んでいます。NAFLDには、肝臓があまり弱らない単純な脂肪肝と、
長い間肝炎が続き肝硬変や肝がんを起こすNASH（非アルコール性脂肪肝炎）があります。

　NASHの主な原因には、肥満・メタボリックシンドローム・高血糖・脂質異常・高血圧があります。
　特定健診では、これらの５項目についての検査を受けることができ、これらは生活習慣の見直しで予防や改善が
できる可能性があります。
　また、昨年実施したアンケートの結果、年齢を重ねる毎に健診で異常を指摘されている方が増えていること、特に
血中脂質と肝機能については、若年世代からすでに異常を指摘されている方があることがわかりました。あなたの
健診結果はどうでしたか？

　「毎日健診」という受け方があります！「毎日健診」の特徴は、実施場所が市外（佐賀市）ではありますが、住民
総合健診や乳がん・子宮頸がん検診の検査項目を、同じ日に住民総合健診などと同じ料金で受けることができると
いうものです。住民総合健診などを受診できなかった方、この機会に「毎日健診」を利用してみませんか？
　詳細は、市報12月号の22ページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

＜パブリックコメントを募集します＞
神埼市第2次食育推進基本計画(案)について、皆さまのご意見をお聞かせください。　

　市では、食育を推進するために、神埼市第2次食育推進基本計画(案)を作成しました。
　つきましては、広く市民の皆さまからのご意見をいただき、より良い計画にするため、パブリックコメン
ト（意見公募）の手続きを実施します。
　本計画(案)の詳しい内容については、市ホームページまたは健康増進課(神埼町保健センター内)窓口にて公
表しています。皆さまのご意見をお待ちしています。

○募集期間：平成27年1月23日(金)まで
※最終日は、午後５時15分必着
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冬は特に注意！
ノロウイルスによる感染性胃腸炎

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係　☎51-1234

　ノロウイルスは手指や食品などを介して経口感染し、腸管で増殖し、おう吐、下痢、腹痛などを起こします。（感
染から発症までの時間は24 ～ 48時間）
　健康な方は軽い風邪のような症状で回復することもありますが、子どもやお年寄りなどは脱水症状を起こし、重
症化する恐れがありますので早めに受診しましょう。

 Ｑ１.ノロウイルスはどうやって感染するの？
　Ａ１．感染経路には下記の２つがあります。
　①人からの感染
　　・患者の便やおう吐物から人の手などを介して二次感染する場合
　　・家庭や施設内などでの飛沫(ひまつ)などにより感染する場合
　②食品からの感染
　　・感染した人が調理などをして汚染された食品を食べた場合
　　・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝などを食べた場合など

 Ｑ２.ノロウイルス感染予防のためにはどうすればいいの？
　Ａ２.家庭でできる予防法（４つのポイント）をご紹介します。
　①食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。
　　石鹸を十分泡立てて洗浄します。すすぎは温水による流水で十分に行い、清潔なタオル又はペーパータオルで

拭きます。（ウイルスを手指から剥がれやすくする効果があります）
　②加熱が必要な食品（二枚貝など）は中心部までしっかり加熱しましょう。
　③下痢やおう吐などの症状がある方は、食品を直接取り扱う作業をしないようにしましょう。
　④おう吐物や便を適切に処理し、感染を広げないようにしましょう。
　　ノロウイルスは、乾燥すると空中に漂い、口の中に入って感染することがあります。次のような方法で、すみ

やかに処理し、二次感染を防止しましょう。

おう吐物（吐いたもの）の処理方法

【準備するもの】
　□使い捨てタオル、新聞紙、ペーパータオルなど　　□ビニール袋（数枚）
　□マスク（ない場合は、タオル等で口と鼻を覆う）　□使い捨て手袋（ない場合はゴム手袋）
　□ハイターやミルトンなどの塩素系漂白剤と水　□手洗い用の石けん
　　（500mlの水に５％の塩素系漂白剤をペットボトルのキャップ２杯）

～手順～
①処理をする前に、マスク、使い捨て手袋等を着用します。
②おう吐物は、水でぬらした新聞紙等で外側から内側にむけて静かに拭き取ります。
③水で薄めた塩素系漂白剤をペーパータオル等に染み込ませて、できるだけ広い範囲を浸すように拭き取ります。
④ビニール袋におう吐物と拭き取った新聞紙等を入れ、口をしっかり縛ります。
⑤別のビニール袋に密閉して廃棄します。
※手袋を脱いだあとは、かならず 最後に石鹸でよく手を洗って下さい。

②② ③③ ④④ ⑤⑤ ⑤⑤

詳しくは、厚生労働省：ノロウイルスに関するＱ＆Ａをご参照ください。
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html
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健 康

国民健康保険特定健診及び後期高齢者健診
（集団健診）の追加開催

◎問い合わせ　市民課　国保医療係・後期高齢年金係　☎37-0115

　国民健康保険特定健診と後期高齢者健診の集団健診を追加開催します。平成26年度の集団健診または個別健診を
まだ受診されていない方は、ぜひこの機会をご利用ください。
　なくてはならない健診。健康を保つためにも１年に１回、健診を受けることをお勧めします。
※集団健診とは・・・神埼市住民総合健診の会場で受ける健診です。
※個別健診とは・・・病院などで受ける健診です。

◆健診内容

◆日時・場所

◆健診の受診票がない場合

◆持って来るもの

項　　目 対象者 内　　容 自己負担金額

神埼市国保
特定健診

40歳～受診当日74歳

身体計測・尿検査・血圧測定・
診察・血液検査

1,000円

後期高齢者健診
・受診当日75歳以上の方
・65 ～ 74歳で一定の障がいにより
　後期高齢者医療保険に加入した方

無料

※今回の健診で各種がん検診は実施しません。

○期　　日　平成27年１月14日（水）
○受付時間　８：30 ～ 10：00
○場　　所　千代田町保健センター

○健診会場内の「総合問診」にてご相談ください。
○事前に発行することもできますので、お問い合わ
　せください。

○健診受診票　　○健康手帳（お持ちの方）　　○自己負担金
○特定健診を受ける方は、被保険者証（保険証）
○後期高齢者健診を受ける方は、受診券・被保険者証（保険証）
※受診票は、必ず記入を済ませてください。問診に時間がかかり、他の方の
　ご迷惑にもなりますのでご協力ください。

 【受診前に注意すること】
　・健診前日の飲酒や当日の朝食は控えてください。
　・血液検査の空腹時血糖値の測定には、10時間
　　以上の絶食が必要です。
　・糖分を含まない水・白湯は飲んでもかまいません。

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

佐
賀
県
知
事
選
挙　

　
　
　
　

１
月
11
日（
日
）が
投
票
日
で
す
!!

︿
国
保
事
業
﹀

　

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
を
募
集
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◆
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

　

１
月
11
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

　

※
脊
振
町
第
２
投
票
所
か
ら
第

６
投
票
所
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

◆
投
票
所
の
変
更
の
お
知
ら
せ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
が
改
修
工

事
の
た
め
、
神
埼
町
第
２
投
票

所
は
神
埼
中
学
校
に
変
更
し
て

い
ま
す
。

※
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
今
回
投
票
で
き
る
方

　

平
成
７
年
１
月
12
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、12
月
24
日
現
在
、

神
埼
市
に
住
み
、
引
き
続
き

３
ヶ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
、

投
票
日
当
日
に
神
埼
市
に
住
所

を
有
す
る
方
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
★

　

神
埼
町
と
千
代
田
町
・
脊
振
町

で
は
、
期
日
前
投
票
の
で
き
る

期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
は
、
ど
の
投
票
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
。（
１
月
３

日（
土
）ま
で
は
神
埼
町
の
み
）

︻
神
埼
町
期
日
前
投
票
所
︼

○
と
き　

　

平
成
26
年
12
月
26
日（
金
）～

　

平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
役
所　

１
‐
１
会
議
室

︻
千
代
田
町
・
脊
振
町
期
日
前
投
票
所
︼

○
と
き

　

平
成
27
年
１
月
４
日（
日
）～

　
　
　

 　
　

１
月
10
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
と
こ
ろ

　

千
代
田
支
所
１
‐
１
会
議
室

　

脊
振
支
所
１
号
会
議
室

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
同
時
に
多
く
の
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
総
合
的

に
判
断
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
早
期
発
見
や
今
後
の
生
活
習
慣
の
改
善
な

ど
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

有
料
広
告

　
　平
成
27
・
28
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
受
付
開
始

◎
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課　

契
約
管
財
係　

　

☎
３
７
‐
０
１
０
１

　

平
成
27
・
28
年
度
発
注
工
事
等

の
入
札
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資

格
申
請
（
建
設
工
事
、
コ
ン
サ
ル
、

浄
化
槽
設
置
工
事
、
物
品
お
よ
び

庁
舎
等
維
持
管
理
）
の
受
付
を
左

記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
財
政

課
契
約
管
財
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

１
月
５
日（
月
）～
２
月
27
日（
金
）

メ
ラ
、
腹
部
超
音
波
、
眼
底
検

査
、
便
潜
血
、
血
液
検
査
な
ど

○
検
査
料

　

個
人
負
担　

１
１
，７
２
０
円

　
（
婦
人
健
診
等
は
別
料
金
）

※
申
込
順
に
よ
り
受
付
し
ま
す

が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
電
話
で
の
予
約
も
で
き
ま
す
が

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

①
神
埼
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方

　

②
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

40
歳
以
上
の
方

　

③
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が

な
い
方

○
検
査
日

　

３
月
ま
で
の
う
ち
受
診
者
が
希

望
す
る
日

　

・
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）

　

・
月
に
１
～
２
回
検
査
が
行
わ

れ
る
土
曜
日

○
検
査
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
受
付
時
間　

午
前
８
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
）

○
検
査
場
所

　

佐
賀
県
医
師
会
成
人
病
予
防
セ

ン
タ
ー

○
検
査
項
目

　

胸
部
Ｘ
線
直
接
撮
影
、心
電
図
、

肺
機
能
、
胃
透
視
ま
た
は
胃
カ
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各課からのお知らせ

　
　
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　
　
　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
年
金
額
が
改

定
さ
れ
る
た
め
、
物
価
等
が
大
き
く
変
動
し
た
と

し
て
も
、
年
金
の
実
質
価
値
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）は
１
／
２

が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
年

金
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
も
ら
え
、
あ
な
た
の
将
来

の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

を
負
っ
て
働
け
な
く
な
る
な
ど
、
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
間
は
﹁
障
害
基
礎
年
金
﹂
が
、
ま
た

万
一
ご
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
残
さ
れ
た

子
や
子
の
あ
る
配
偶
者
に
﹁
遺
族
基
礎
年
金
﹂
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
一
定
の
納

付
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
﹁
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹂
と

 

﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
か
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
﹁
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹂﹁
学
生
納
付
特

例
制
度
﹂
を
申
請
で
き
ま
す
。

★
﹁
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹂　

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

★ 

﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂　　

　

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
病
気
、
ケ
ガ
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ

ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
佐
賀
県
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

佐
賀
県
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
と
は
？

 　

県
・
市
町
の
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
身
障
者
用
駐

車
場
を
必
要
と
す
る
方
に
、
県
内
に

共
通
す
る
身
障
者
用
駐
車
場
利
用

証
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
）
を

交
付
す
る
こ
と
で
、
駐
車
場
を
利
用

で
き
る
方
を
明
ら
か
に
し
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
制
度
の
こ
と
で

す
。

ご
利
用
で
き
る
方

　

身
体
障
害
者
・
け
が
人
・
妊
産
婦

高
齢
者
・
難
病
患
者
・
知
的
障
害

者
な
ど

交
付
場
所

　

高
齢
障
が
い
課
高
齢
障
が
い
係

※
障
害
の
等
級
や
け
が
の
程
度
な

ど
細
か
い
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

最
近
、
市
内
の
身
障
者
用
駐
車
場

で
許
可
を
受
け
て
い
な
い
車
の
駐
車

が
目
立
ち
ま
す
。
歩
行
困
難
な
方
に

と
っ
て
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
場

所
へ
移
動
で
き
る
﹁
車
﹂
は
、
大
切

な
交
通
手
段
で
す
。
必
要
の
な
い
方

が
﹁
少
し
く
ら
い
の
時
間
だ
か
ら
﹂

な
ど
と
駐
車
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
ゆ
ず
り
あ
い
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
も
っ
て
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▲

佐
賀
県
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

　
（
身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証
）
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　本
人
通
知
制
度
が
始
ま
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
を
、
本

人
な
ど
か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し

た
代
理
人
や
、
第
三
者
に
交
付
し

た
時
に
、
事
前
に
登
録
し
た
本
人

に
交
付
の
事
実
を
通
知
し
ま
す
。

※
通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
受
付
開
始　

・
２
月
２
日
（
月
）
か
ら

■
受
付
場
所

・
本
庁　

市
民
課

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

■
お
知
ら
せ
す
る
内
容

・
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
と
通

数
■
登
録
で
き
る
人

・
神
埼
市
に
住
民
票
ま
た
は
戸
籍

が
あ
る
人

※
除
籍
さ
れ
た
人
な
ど
、
神
埼
市

の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

を
含
み
ま
す
。
な
お
、
海
外
在

住
者
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

■
登
録
に
必
要
な
書
類

○
本
人
登
録
申
請
書

・
本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

総
合
窓
口
課
に
設
置

○
本
人
確
認
書
類

・
運
転
免
許
証
な
ど

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

と
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
で
す
。

◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
月額 10,000円（税別・1レッスン2時間、週1回×4）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

2015年あなたは何を始
めますか？　一人一人に
合ったご指導をしますの
で安心です！パソコン購
入のご相談もどうぞ。

0952

パ

今年こそPCはじめるぞ！

有
料
広
告

11
月
議
会
開
か
れ
る

　

市
議
会
11
月
定
例
会
が
、
11
月
28

日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
19
日
間
開

か
れ
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
26
件
の
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
，９
８
０
万
９

千
円
を
追
加
し
、
１
５
１
億
７
，７

０
４
万
６
千
円
の
歳
入
歳
出
総
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
農
林
水
産
業

費
に
お
け
る
農
地
中
間
管
理
事
業
に

１
，５
２
０
万
９
千
円
を
新
規
に
計
上
。

こ
の
事
業
は
、
農
地
の
有
効
利
用
や
効

率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農
地

中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
貸
付
け
る

地
域
や
個
人
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、

条
件
等
に
応
じ
た
機
構
集
積
協
力
金

を
交
付
し
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援

訓
練
等
給
付
事
業
に
５
，０
５
５
万

１
千
円
を
追
加
。
給
付
サ
ー
ビ
ス
の

制
度
改
正
や
利
用
者
の
増
加
に
対
応

す
べ
く
給
付
額
を
追
加
措
置
し
て

い
ま
す
。ま
た
、市
内
・
市
外
の
保
育

園
に
お
け
る
入
園
児
数
の
増
加
に
よ

り
、
私
立
・
管
外
保
育
所
運
営
事
業

に
２
，４
０
７
万
３
千
円
を
追
加
。
生

活
保
護
経
費
に
お
い
て
も
、医
療
扶
助・

介
護
扶
助
費
の
増
加
に
伴
い
、
生
活

保
護
扶
助
費
に
２
，５
７
５
万
４
千

円
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
季
豪
雨
等
に
て
被
災
し

●一般会計補正予算の主な事業（☆は新規事業）� （単位：千円）
事業名 補正予算額 事業の内容 担当課

障害者自立支援訓練等
給付事業 50,551

障がい者の能力と適性に応じ、地域で自立
した日常生活や社会生活を営むことができ
るよう、各種サービスの提供や給付等の支
援を行い、福祉の増進を図る。

高齢
障がい課
☎37-0111

私立・管外保育所運営
事業 24,073

保護者の労働等により、家庭において保育
することができない児童を、私立（市内）・
管外（市外）の保育所に委託し保育の実施
に取り組む。　　　　　

福祉課
☎37-0110

☆ 農地中間管理事業 15,209
農地の有効利用及び効率化を図るため、農
地中間管理機構に農地を貸し付ける地域や
個人の取り組み対して、条件等に応じた機
構集積協力金を交付し支援する。

農政水産課
☎37-0117

農地・農業用施設災害
復旧事業 28,350

平成26年8月19日から20日の豪雨により被
災した農地・農業用施設（農地法面・農業
水路等）の災害復旧を行う。

農政水産課
☎37-0117

道路橋梁新設改良事業
（単独事業・過疎対策
事業）

10,300
市道利用者の安全・安心の確保と生活環境
の改善を図るため、市道拡幅等の道路改良
に取り組む。

建設課
☎37-0103

公共土木施設災害復旧
事業 3,000

平成26年7月2日から3日の梅雨前線豪雨に
より被災した公共土木施設（河川）の災害
復旧を行う。

建設課
☎37-0103

た
農
地
・
農
業
用
施
設
（
27
箇
所
）

や
河
川
（
１
箇
所
）
の
災
害
復
旧
経

費
と
し
て
、
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
に
２
，８
３
５
万
円
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
３

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
道
路
橋
梁
新
設
改
良

事
業
（
単
独
事
業
・
過
疎
対
策
事
業
）

に
１
，０
３
０
万
円
、
佐
賀
県
知
事

選
挙
費
に
２
，１
６
１
万
８
千
円
な

ど
を
計
上
し
、
平
成
26
年
度
の
各
種

事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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平成26年分所得税確定申告・
平成27年度市県民税申告の相談受付を開催します

◎問い合わせ　税務課　市民税係　☎37-0114

　平成26年中の所得の申告は、平成26年分の所得税を確定するとともに、平成27年度市県民税を計算する上での
重要な資料になります。正しい税額を計算するために、皆さんの所得や控除等を申告していただく必要があります
ので、期間内の申告をよろしくお願いします。

【申告相談受付】
〇期　間　２月16日（月）～３月16日（月）（土・日を除く）

〇時　間　（午前）８：30 ～ 12：00　　（午後）１：00 ～ ５：00
　　　　　※ただし、神埼会場では毎週火曜日のみ午後７時まで受付を行います。

【申告が必要な方】
　① 所得税申告
　　◆ 農業所得、事業（営業）所得または不動産所得などがあり、
　　　各種所得額の合計が配偶者控除、扶養控除、基礎控除など
　　　の所得控除の合計額を超える方
　　◆ 給与所得者で、次に該当する方
　　　・給与の収入が2,000万円を超える方
　　　・給与以外の所得が20万円を超える方
　　　・２ヵ所以上から給与などの支払いを受けている方
　　◆ 土地や建物、ゴルフ会員権などの資産を売却した方
　　※申告の内容（青色申告、分離課税所得等）によっては、鳥栖税務署での受付となります。

　② 市県民税申告
　　◆ 平成27年１月１日現在、神埼市内に住所がある方
　　◆ 平成26年中は市外に住所のある家族に扶養されていて、その家族の確定申告、年末調整で所得税の配偶者控
　　　 除、扶養控除の対象となっている方
　　◆ 公的年金等の所得のみの場合でも、所得控除（社会保険料、生命保険料、医療費控除等）をうける場合
　　※収入がない方、遺族年金・障害年金等の非課税所得のみの方でも市県民税申告は必要です。

【申告相談会場】 　
　神埼会場は、神埼市中央公民館改修工事のため、神埼中央公園体育館に変更となりますのでご注意ください！

会　場 受付期間

神埼会場
神埼中央公園体育館

（会議室）
２月16日（月）～ ３月16日（月）

千代田会場
千代田支所

（1-1会議室）
２月16日（月）～ ３月16日（月）

脊振会場
脊振支所

（1号会議室）

２月16日（月）～ ３月 ４日（水）
※３月５日以降は上記２会場での受付となりますので
　ご注意ください。

※地区別の相談日については、市報（２月号）などでお知らせします。

各課からのお知らせ
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軽
自
動
車
税
の
税
率
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

～
税
制
改
正
で
市
税
が
変
わ
り
ま
す
～

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　
　　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税

率
が
下
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
取
得
税
の
見
直
し
に
伴
う

財
源
の
確
保
お
よ
び
普
通
自
動
車
税

と
の
税
負
担
の
均
衡
を
図
る
観
点
か

ら
、
地
方
税
法
で
定
め
る
軽
自
動
車

税
の
標
準
税
率
の
改
正
に
併
せ
て
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
引
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　
・
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
の

う
ち
二
輪
及
び
二
輪
の
小
型
自
動

車
は
、
標
準
税
率
を
約
１
・
５
倍

（
最
低
２
，０
０
０
円
）に
引
上
げ
。

・
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
標
準
税

率
を
、
自
家
用
自
動
車
に
あ
っ
て

は
、
１
・
５
倍
、
そ
の
他
の
区
分

の
車
両
に
あ
っ
て
は
約
１
・
２
５

倍
引
上
げ
。

【
表
中
※
】

　
　

た
だ
し
、
平
成
27
年
４
月
１
日

以
後
に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け

る
も
の
（
平
成
27
年
４
月
１
日
以

降
に
購
入
し
た
新
車
）
か
ら
新
税

率
が
適
用
。
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け

た
も
の
は
現
行
の
税
率
に
据
え
置

き
。

（単位：円）

車種区分
標準税率

現　行 改正後

原動機付
自転車

50cc以下 1,000 2,000

50cc超90cc以下 1,200 2,000

90cc超125cc以下 1,600 2,400

ミニカー 2,500 3,700

軽自動車

二輪（125cc超~250cc以下） 2,400 　3,600

三輪 3,100 ※  3,900

四輪以上

乗用
自家用 7,200 ※ 10,800

営業用 5,500 ※  6,900

貨物用
自家用 4,000 ※  5,000

営業用 3,000 ※  3,800

小 型 特 殊　
　自動車

農耕作業用のもの 1,600  2,400

その他のもの 4,700  5,900

二輪の小型自動車（250cc超） 4,000  6,000

　
　

　
　

若
者
定
住
賃
貸
住
宅

入
居
予
備（
登
録
）者
募
集

「
仁
比
山
温
泉  

も
み
じ
の
湯
」

年
始
営
業
の
お
知
ら
せ

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

建
設
管
理
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

◎
問
い
合
わ
せ

　

仁
比
山
温
泉　

も
み
じ
の
湯

　

☎
５
５
‐
６
２
６
７

　

脊
振
町
の
市
営
若
者
定
住
賃
貸

住
宅
に
お
い
て
、
空
家
が
発
生
し

た
場
合
に
入
居
を
ご
案
内
す
る
入

居
予
備
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
申
込
書
の
配
布

　

１
月
13
日
（
火
）
か
ら

　

建
設
課
で
配
布（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
）

○
受
付
期
間

１
月
19
日
（
月
）
～

　
　
　

１
月
30
日
（
金
）

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
主
な
申
込
資
格

・
申
込
者
が
申
込
時
に
満
40
歳
以

下
で
あ
る
こ
と

・
申
込
者
の
所
得
が
１
５
０
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
配
偶
者
が

い
る
こ
と

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
人
が
暴
力

団
員
等
で
な
い
こ
と

※
そ
の
他
の
申
込
詳
細
条
件
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
選
考
方
法

　

入
居
資
格
を
有
す
る
方
の
中
か

ら
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
よ
り
当
施
設
を
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
１
月
１
日
よ
り
通
常

ど
お
り
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
益
々
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
営
業
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

　

１
月
の
休
業
日
は
21
日
（
水
）

で
す
。

◆
飲
酒
に
関
す
る
お
願
い
◆

　
　

当
施
設
で
は
、
飲
酒
さ
れ
て

の
入
浴
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
　

飲
酒
後
の
入
浴
は
、
体
調
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
】

◦
鏡
開
き

○
と
き　

１
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

○
場
所　

　

仁
比
山
温
泉　

も
み
じ
の
湯

　

※
数
量
限
定
で
す
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各課からのお知らせ

　
　固
定
資
産
税
の
減
額
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

～
省
エ
ネ
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
耐
震
改
修
工
事
を
し
た
方
へ
～

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

既
存
住
宅
に
一
定
の
要
件
を
満

た
す
改
修
工
事
を
す
る
と
、
そ

の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
要

件
や
申
告
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
省
エ
ネ
改
修
工
事

○
対
象
家
屋

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
し
て
い
る
住
宅

○
対
象
工
事

・
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
必
須
）

・
床
の
断
熱
改
修
工
事

・
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

・
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
改
修
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○
工
事
費
用　

50
万
円
以
上

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

○
対
象
家
屋

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
在

し
て
い
る
住
宅

○
居
住
者
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
改

修
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
65
歳
以
上
の
方

・
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方

・
障
害
者

○
対
象
工
事

・
通
路
又
は
出
入
り
口
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
の
改
良

・
便
所
の
改
良

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
戸
の
改
良

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
工
事
費
用

　

補
助
金
等
を
除
く
実
質
自
己
負
担
額

が
50
万
円
以
上

◆
耐
震
改
修
工
事

○
対
象
家
屋

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
在
し
て
い

る
住
宅

○
対
象
工
事

　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事

○
工
事
費
用　

50
万
円
以
上

申
告
方
法

　

改
修
工
事
完
了
日
か
ら
３
ヶ
月
以
内
に
、
①

改
修
に
要
し
た
費
用
の
証
明
書
（
領
収
書
、

契
約
書
等
の
写
し
）
②
工
事
明
細
書
の
写
し

（
建
築
士
、
登
録
性
能
評
価
機
関
等
に
よ
る
証

明
で
代
替
可
）
③
改
修
箇
所
の
図
面
・
工
事

写
真
を
申
告
書
に
添
え
て
税
務
課
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の

場
合
は
①
～
③
に
加
え
④
居
住
者
の
状
況
を

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
（
介
護
保
険
被
保

険
者
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
）
⑤
そ
の

他
補
助
金
等
の
明
細
の
写
し
が
必
要
で
す
。

☆
耐
震
改
修
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
や
省
エ

ネ
改
修
に
伴
う
減
額
と
同
時
に
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ
改
修

は
同
時
に
適
用
で
き
ま
す
。

☆
建
築
後
相
当
年
数
が
経
過
し
た
家
屋
の
場
合
、

固
定
資
産
税
の
減
額
が
建
築
士
、
指
定
確
認

検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

に
よ
る
証
明
手
数
料
を
下
回
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　届
出
を
お
願
い
し
ま
す

～
家
屋
の
取
り
壊
し
、住
宅
用
地
の
利
用
変
更
～

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
土
地
･
家
屋
･

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
や
事
業
所
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
26
年
中
に
家
屋
の
取
り
壊
し
や
住
宅
用
地
の
利

用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
家
屋
の
取
り
壊
し
（
一
部
を
含
む
）

　

家
屋
（
居
宅
・
倉
庫
・
物
置
・
事
務
所
な
ど
）
を
取

り
壊
し
た
場
合

※
建
物
の
滅
失
登
記
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
届
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
住
宅
用
地
の
利
用
状
況
の
変
更

　

家
屋
を
取
り
壊
し
て
空
き
地
や
駐
車
場
な
ど
へ
利
用

を
変
更
し
た
場
合

※
利
用
状
況
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
届
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
届
出
期
限　

２
月
２
日
（
月
）

○
提
出
書
類

・
家
屋
取
壊
し
届
出
書

・
住
宅
用
地
の
申
告
書

※
届
出
書
・
申
告
書
は
神
埼
市
役
所
税
務
課
、
各
支
所

総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。
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有
料
広
告

有
料
広
告

　
　償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告
は
お
忘
れ
な
く
！

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

法
人
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
る
こ
と
の
で
き
る
構
築
物
、

機
械
、
器
具
、
備
品
等
を
﹁
償
却

資
産
﹂
と
い
い
、
土
地
や
家
屋
と

同
様
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

※
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１
５
０

万
円
未
満
の
場
合
は
、
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

神
埼
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、
地
方
税
法
第

３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
種
類
、

数
量
、
取
得
時
期
、
取
得
価
格
、

耐
用
年
数
な
ど
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

○
申
告
期
限　

２
月
２
日
（
月
）

　

申
告
書
は
、
神
埼
市
役
所
税
務

課
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
に
あ
り

ま
す
。

償
却
資
産
か
ら
除
か
れ
る
も
の

○
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
に
な
る

も
の
（
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
・
乗

用
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植
機

な
ど
含
む
）

・
租
税
特
別
措
置
法
の
規
定
を
適

用
し
、
即
時
償
却
等
を
し
て
い

る
も
の

　
（
例
）
中
小
企
業
者
の
30
万
円

未
満
の
減
価
償
却
資
産
の
損
金

算
入
の
特
例
を
適
用
し
た
資
産

○
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
償
却
資
産

ま
た
は
10
万
円
未
満
の
償
却
資
産

を
損
金
算
入
（
例
え
ば
、
確
定
申

告
時
に
減
価
償
却
で
取
得
価
格
の

全
額
を
経
費
と
し
て
計
上
）
し
た

も
の

○
20
万
円
未
満
の
償
却
資
産
で
、
３

年
間
の
一
括
償
却
を
選
択
し
た
も

の
○
無
形
固
定
資
産
（
営
業
権
・
鉱
業

権
・
漁
業
権
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な

ど
）

○
生
物
（
牛
・
馬
・
鶏
・
果
樹
な
ど
）

︻
注
意
︼

　

次
の
資
産
も
償
却
資
産
の
対
象
と

な
り
ま
す
！

・
遊
休
ま
た
は
未
稼
働
の
償
却
資
産

で
あ
っ
て
も
、
賦
課
期
日
（
１
月

１
日
）
現
在
に
お
い
て
事
業
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

あ
る
も
の

・
家
屋
に
施
し
た
取
り
外
し
が
容
易

な
設
備
（
簡
易
間
仕
切
り
等
）
や

特
定
の
生
産
ま
た
は
事
業
の
用
に

供
す
る
建
築
設
備
・
造
作
な
ど

・
使
用
可
能
な
期
間
が
１
年
未
満
ま

た
は
取
得
価
格
が
20
万
円
以
下
の

資
産
で
も
個
別
償
却
を
し
て
い
る

も
の

　
　使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

「
神
埼
よ
か
よ
か
券
」

◎
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
商
工
会

　

☎
５
２
‐
７
１
３
１

　

神
埼
市
地
元
購
買
力
推
進
商

品
券
﹁
神
埼
よ
か
よ
か
券
﹂
の

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
券
を

お
持
ち
の
方

は
、
必
ず
期

限
内
（
１
月

31
日
ま
で
）

に
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　
　放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
消
防
署

　

☎
５
２
‐
３
２
９
１

　

放
火
火
災
は
、
過
去
５
年
間
を

振
り
返
り
連
続
し
て
全
国
の
出
火

原
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

放
火
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
放
火
防
止
対
策
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
建
物
対
策

・
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
放
置
し
な
い
。

・
ポ
ス
ト
に
郵
便
物
や
新
聞
等
を

溜
め
込
ま
な
い
。

・
施
錠
管
理
を
き
ち
ん
と
行
い
、

外
部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
。

・
照
明
器
具
の
設
置
に
よ
り
暗
が

り
を
な
く
す
。

◆
地
域
対
策

・
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
、
日

時
以
外
は
搬
出
し
な
い
よ
う
に

す
る
。

・
ゴ
ミ
集
積
場
所
の
環
境
づ
く
り

を
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
す
る
。

・
防
火
座
談
会
や
防
火
・
防
災
訓

練
を
開
催
し
て
、
地
域
住
民
の

防
火
意
識
を
高
め
る
。

・
外
出
時
に
は
、
隣
近
所
に
一
声

か
け
て
協
力
を
求
め
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
放
火
対
策
を
心

が
け
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体

で
放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
作
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

平
成
26
年
度
佐
賀
県
統
計
協
会

総
裁
表
彰
を
受
賞

佐
賀
県
交
通
対
策
協
議
会

会
長
表
彰
を
受
賞

筑
後
川
源
流
の
碑

　
　
　
　

高
取
山
公
園
で
除
幕
式

秋
の
叙
勲
を
受
章

　

統
計
に
関
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著

で
あ
る
と
し
て
、
次
の
２
人
の
方
が
佐
賀
県

統
計
協
会
総
裁
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
の
た
め
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
表
彰
す
る
交

通
安
全
功
労
者
表
彰
式
が
、
10
月
27
日
、

佐
賀
県
庁
で
行
わ
れ
、
神
埼
市
交
通
指
導

員
の
小
渕
日
出
博
さ
ん
（
神
埼
町
）
が
佐

賀
県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
渕
さ
ん
は
、
平
成
15
年
か
ら
現
在
ま

で
交
通
指
導
員
と
し
て
、児
童
、生
徒
お
よ

び
地
域
住
民
の
交
通
指
導
や
交
通
安
全
思

想
の
普
及
徹
底
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

神
埼
市
か
ら
２
人
の
方
が
秋
の
叙

勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
へ
の
貢

献
や
社
会
の
分
野
に
お
け
る
優
れ
た

行
い
の
あ
る
方
な
ど
に
授
与
さ
れ
る

も
の
で
す
。

◆
瑞
宝
単
光
章

・
吉
田
宏
行
さ
ん
（
神
埼
町
）

　

元
警
察
庁
技
官

・
古
賀　

仁
さ
ん
（
神
埼
町
）

　

元
神
埼
町
消
防
団
副
団
長

・
小
渕　

日
出
博
さ
ん
（
神
埼
町
）

・　

江　

和
美
さ
ん
（
千
代
田
町
）

・
香
月　

涼
子
さ
ん
（
千
代
田
町
）

各課からのお知らせ

　

筑
後
川
源
流
の
碑
が
神
埼

市
脊
振
町
の
高
取
山
公
園
に

建
立
さ
れ
、
12
月
６
日
に
同

公
園
内
で
除
幕
式
が
あ
り
ま

し
た
。
筑
後
川
源
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
主
催
で
、
式

に
は
筑
後
川
流
域
自
治
体
の

首
長
や
小
学
生
、
同
会
議
の

メ
ン
バ
ー
ら
約
80
人
が
出

席
。

　

地
元
の
松
本
市
長
が
﹁
流

域
5
番
目
の
碑
が
神
埼
市
の

城
原
川
沿
い
に
で
き
た
の
は
喜
ば
し
い
。
今
後
も
川
の
恵
み

を
受
け
る
と
と
も
に
、
源
流
域
の
保
全
や
交
流
に
努
め
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
全
員
で
源
流
の
碑
と
案
内
板
の
除
幕

を
し
ま
し
た
。
小
学
生
ら
が
流
域
の
交
流
促
進
の
願
い
を
込

め
て
持
ち
寄
っ
た
石
を
碑
の
台
座
に
据
え
た
後
、園
内
の
﹁
わ

ん
ぱ
く
館
﹂
で
川
や
水
の
勉
強
、
門
松
づ
く
り
体
験
な
ど
の

交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

源
流
の
碑
は
22
年
度
の

大
分
県
九
重
町
の
長
者
原

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
建

立
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に

熊
本
県
南
小
国
町
、
大
分

県
日
田
市
、
福
岡
県
東
峰

村
に
建
立
さ
れ
、
流
域
最

後
の
建
立
場
所
と
し
て
神

埼
市
の
城
原
川
沿
い
が
選

ば
れ
ま
し
た
。



21 市報かんざき 2015. １月号

　

昨
年
11
月
21
日
、
34
人
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
多
久
市
の
男
女

共
同
参
画
の
取
り
組
み
活
動
状
況
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
久
市
は
学
問
に
熱
心
な
地
域
と

し
て
有
名
で
あ
り
、研
修
会
場
に
は
、

多
久
の
賢
人
「
多
久
茂
文
翁
」
が
学

問
所
と
し
て
創
建
し
、
現
在
も
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
「
東と

う

原げ
ん

庠し
ょ
う

舎し
ゃ

」
を
用
意
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
を
受
け
、
多

久
市
の
担
当
職
員
の
方
や
男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
の
方
々
が

対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
多
久
市
が
掲
げ
る
５
つ
の

基
本
理
念
を
題
材
と
し
た
寸
劇
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
双
方
の
組
織
団
体
紹
介
や

活
動
報
告
、
さ
ら
に
質
疑
応
答
な
ど

交
流
会
方
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
久
市
で
は
、
町
内
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進
体
制
と
し
て
14
人
以
内

で
の
市
民
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
へ
の
委

託
事
業
は
、
年
１
回
の
大
き
な
行
事

で
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
特
筆
す

審
議
会
な
ど
女
性
を
積
極
的
登
用

～
多
久
市
の
取
り
組
み
を
視
察
研
修
～

べ
き
は
、
各
審
議
会
な
ど
に
女
性
の

登
用
が
多
い
こ
と
で
し
た
。

　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
組
織
が

大
き
く
、
17
団
体
の
代
表
者
か
ら
な

る
24
人
の
役
員
や
会
員
約
１
，２
０

０
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
員

会
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
企
業
訪

問
を
は
じ
め
種
々
の
活
発
な
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
全
員
が
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と

し
て
同
じ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
し
た
。
背
中
に
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
刺
繍
さ
れ
、
目
的

を
同
じ
く
す
る
統
一
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　

研
修
時
は
６
人
テ
ー
ブ
ル
で
双
方

の
会
員
が
入
り
混
じ
り
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
親
近
感
の
あ
る
研
修
で
充
実

し
た
も
の
で
し
た
。

　

研
修
後
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
多
久
聖
廟
や
紅
葉
の
美
し
い
西

渓
公
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

特
に
多
久
聖
廟
は
、
孔
子
の
里
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
親
切
丁

寧
な
説
明
を
受
け
、
偉
大
な
春
秋
時

代
の
思
想
家
の
功
績
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

女性のための相談室
○とき　１月21日（水）
　　　　午後１時30分～午後４時30分
○ところ　神埼市役所千代田支所　２階会議室
◎問い合わせ
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　髙栁　☎52-4709
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

男性の料理教室
　料理は日々の暮らしを豊かにします。健康あって
の家庭料理。あなたも料理教室へ！
○とき　１月24日（土）
　　　　午前10時～ 12時30分
○ところ　千代田町保健センター
○募集人数　25人
○参加費　300円（主に材料費）
○募集締切日　１月10日（土）
○持参するもの　エプロン、タオルなど
○講師　神埼市食生活改善推進協議会
　　　　大井トシ子さん他
◎申込・問い合わせ
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　　芦原　☎59-2123
　　廣瀧　☎52-2508
　　吉井　☎44-5439
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～１月の「野菜の日」～

◆８日（木）9：00 ～
　「鏡開き」ぜんざいのおふるまい（先着50人）
◆18日（日）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
◎新規会員（出品者）を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。　
○年末の営業  12月30日（火）午前中まで　〇初売り  １月８日（木）

今年もよろしく
お願いします。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

菱の里ちよだ
９：00～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44-6092
千代田支所　農政水産課分室
☎44-2198

高取山公園「わんぱく館」

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

　12月の脊振支所開催分には、２組２人が来庁されました。

◎問い合わせ
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き と こ ろ

 １月６日（火） 18：00～　　
　20：00

神埼市役所
 ２月３日（火） 千代田支所

　18：00～20：00（１組30分程度）

※当日は、来庁順で受け付けを行い
ます。
※お住まいの地区に関係なくお越し
いただけます。

　ドリルで穴を開けた１ｍくらいの椎
茸原木に椎茸菌のコマを埋め込む作業
を体験できるイベントを下記の日程で
行います。

○とき　2月14日（土）　2月15日（日）
　　　　2月21日（土）　2月22日（日）
　　　　2月28日（土）　3月 １日（日）
○料金　無料
○受付・体験時間
　９：00 ～ 16：00
◎申込受付
　高取山公園　☎51-9020
　詳しくは「高取山公園わんぱく館」
までお問い合わせください。
◎年末年始の営業日
　年末　12月29日（月）午前中まで
　年始　１月４日（日）午前９時から初売り

「椎茸の菌打ち体験イベント」

と  き ところ テーマ 講　師

１月15日（木）
千代田文化会館
はんぎーホール

高齢者の健康管理
～薬との上手なつきあい方～

日本女性薬剤師会　特命理事
　宮地　和子さん　

２月５日（木） ひざの痛みとその対策
西九州大学教授
　大川　裕行さん　

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、農協会館前を午前９時30分に出発します。ご利用の方は遅れないようにご

集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館仮事務所（旧土木事務所１階）、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し
込みください（平日17時15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間�1,000円
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325
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日 催　　物 開演 入場料 主　　催

1月11日 日 神埼市成人式 13:30 無料 神埼市、神埼市教育委員会
社会教育課　☎44-2731

1月15日 木 いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

神埼市教育委員会
社会教育課　☎53-2325

1月17日 土
第７回神埼市社会福祉大会
FBS福岡放送めんたいワイド
『山本華世キャスター』講演

9:00 無料 神埼市社会福祉協議会　
☎59-2227

1月18日 日 カワイこどもコンクール
カワイ音楽コンクール

10:00
予定

無料
関係者のみ

カワイ音楽教室　佐賀事務所
☎22-7776

1月24日 土 神埼市老人クラブ連合会　
千代田支部　「新春講演会」 10:00 無料 神埼市老人クラブ連合会

千代田支部　平☎44-3475

1月25日 日 第20回佐賀県ヴォーカルアンサンブル
フェスティバル

10:30
予定

小学生以上
500円

佐賀県合唱連盟　末永　
☎26-3211

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
※１月３日（土）までは、年末年始のため休館です。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

つまみ食い講座　第22弾を開催しました
文化箏

脊振のさしみこんにゃく

子どもが作る「弁当の日」

旅の英会話

　親指に爪を付けて、七七八○七七八○♪と糸を弾けば、すぐに「さくら」が演
奏できました。施設慰問やヨーロッパ演奏旅行など、活動的な「箏遊会」の皆さ
んに教えてもらい、音を奏でました。優しく美しい「和」の音色に魅せられ、サー
クルができました。１月から第１・３水曜日の午後、はんぎーホール研修室で活
動しています。興味のある方はのぞきに来てください。 （講師：古賀 真理子さん）

　自分でメニューを考えて材料をそろえ、出来上がり予想図を見ながら
さあ作り始めよう！小学校３年生から６年生の子どもたちが、自慢の腕
を振るいます。マイ包丁やマイ卵焼器持参で、この仕上がり。２時間が

かりで「弁当作りの大変さがわかった」と口々に。家族
に見せたときの会話が聞こえるようですね。先生から巻
き物の賞状をもらいました。 （講師：田中 恵美子さん）

　We Wish You a Merry 
Christmas♪で発声練習。
飛行機内、入国審査、両替、
ホテル、レストランで・・・

いろんな場面を想定して会話のシュミレーションをしました。
　中でも、買い物でのやりとりは大事なところ。表情豊かに伝えて、値引きしても
らうコツを伝授してもらいました。とっても楽しく学び、すっかり自信がつきまし
た。海外旅行に行きたくなりました！ （講師：島村 芙美子さん）

　「こんにゃく作りは初挑戦」という人
など20人が参加しました。いもの皮を
とり、アク水と合わせてミキサーにか

け鍋でゆっくり煮詰めます。型に流し込んだら冷えるまでの間に、アク水
の作り方を見せてもらいました。
　「実際に見てやってみてコツがわかった」と皆さん大喜びで、出来立ての
さしみこんにゃくを持ち帰りました。人気講座で抽選となりました。
 （講師：森﨑 三善さん、江口 ケイ子さん）

　３月から「新人さんいらっしゃい講座」を希望されるサークルは、１月16日（金）までにご連絡ください。
新人さん講座は、通常の練習時間を新人さんのために無料で開放していただくシステムです。（市の施設使用料・
冷暖房費は免除）あなたのサークルに新しい風を入れてみませんか。
　また、「つまみ食い講座」では、酒まんじゅう作り、とうふ作り、綿入れ半纏作り、水墨画、デジカメ講座な
どのボランティア講師を募集しています。資格は、必要ありません。あなたの特技を役立ててみませんか。
◎申込・問い合わせ　　神埼市中央公民館　☎53-2325
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（仮設）
（旧神埼土木事務所１階）

9：00 ～
18：00

火曜日・祝日　
12月29日(月)～１月３日(土)

神埼市立図書館
神埼市中央公民館
☎53-2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

祝日・土・日曜日　
12月27日(土) ～１月４日(日)

社会教育課　社会教育係
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

祝日・日曜日　
12月28日(日) ～１月４日(日) 脊振分館　☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「日本に住む英国人がイギリスに
　　　　　戻らない本当の理由」
 井形　慶子/著

ＫＫベストセラーズ

「お金のない王女の
　　　　　　おはなし」
 アーシュラ・ジョーンズ/作

ＢＬ出版

　英国人から見た日本、日本人の良
さとはどこでしょう。

　おとぎばなしの中に、現代的
なスパイスがきいた物語です。
絵もキラキラと輝いています。

１月のおすすめの本 

☆家読地区スタート☆
１冊の本がつなげる　ふれあい・ささえあい

●新春おはなし会●
出演　竹の会
○とき
　１月24日（土）午後２時～
○ところ
　神埼市立図書館　児童室
◎問い合わせ
　神埼市立図書館　☎53-2325

▲出来町地区 ▲大門地区▲鳥羽院地区

　今年も家読地区が３地区増え
ましたよ！本を通して、みなさ
んの笑顔がつながっていくのが
素敵です。

　12月１日、ヤクルト本社佐賀工場の田篭恵工場長が図書（10万円相当）
を寄贈されました。これは、11月16日に行われたヤクルト工場祭の売
上金の一部を利用して寄贈されたもので、今年で5回目。寄贈された大
型絵本、大型紙芝居は「おはなし会」などで活用させていただきます。

ヤクルト本社佐賀工場から寄贈
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ＊１月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

１月

8日（木） 全年齢児 お正月遊び

千代田町保健センター

15日（木） 2歳以上児 おもちゃ作り
22日（木） 0,1歳児 おもちゃ作り
29日（木） 全年齢児 節分

２月
4日（水） 2歳以上児 小麦粉粘土遊び

12日（木）1歳半以上児 みそつくり

と　き ところ
6日（火）

千代田町保健センター
13日（火）
20日（火）
27日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談お問
い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター　☎44-4908

20日（火）のママサロンはママクッ
キングです。参加ご希望の方は詳細
を電話でお尋ねください。７日(水)
より受付開始します。お子さんは15
人まで託児可能です。（要予約）
6日・13日・27日は「一緒に遊ぼう
作って楽しもう」です。

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

8日（木）…新しい年を迎え
て、みんなで新年のご挨拶
をして一緒にお正月遊びを
しましょう。

15日（木）・22日（木）…身近にある
物を材料にして、おもちゃを作ります。

日　時（曜） 内　　　容 場　所

１月18日（日）
10：00 ～ 11：30

吉村春生先生を囲んで座談会
「学校を休みがち」「うちの子ちょっと心配」など話してみま
せんか。秘密は守られます。

千代田町保健センター
１階和室

１月20日（火）
１月27日（火）

10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
友だちと待ち合わせたり、実家に立ち寄る感じで、お一人で
もお気軽にどうぞ！

神埼町保健センター
１階和室

※どの会も参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　　詳細は、「おむすび１月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

家庭と学校と地域をギュッと結ぶ　“おむすびチーム”からのお知らせ

◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731　

☆学校へのボランティア活動のご紹介☆

　地域で子どもの育ちを見守る活動の輪が少しずつ広がっています。
　草刈りや家庭科の補助など、年に１回でもご協力いただけませんか。

▲昔遊び指導
（コマや羽つきなど７種類の遊びを教えていただきました）

▲自習見守り

29日（ 木 ） …「 鬼 は 外！
福は内！」…日本の伝統的
な行事をみんなで楽しみま
しょう。
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こども健康カレンダー（１月１日～２月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

1月

13日（火）あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

1歳未満の乳児
19日（月）乳幼児相談  9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

21日（水）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成25年5月～6月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～4歳未満

23日（金）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成 23年4月～5月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～4歳未満
28日（水） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成26年9月～10月生

2月

2日（月）あかちゃん広場 13：15～13：30
神埼町保健センター

1歳未満の乳児
6日（金）すこやか子育て相談室（要予約) 13：30～16：30 0歳～就学前までの乳幼児
9日（月）乳幼児相談  9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

13日（金）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成25年6月～7月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～4歳未満

※診療時間　午前９時から午後５時まで
月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

１月１日

（木・祝）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

１月２日

（金）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

１月３日

（土）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394 ー 1
☎55－6566（小）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

１月４日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

１月11日

（日）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

１月12日

（月・祝）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

１月18日

（日）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

１月25日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52-1525（内）　

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

２月１日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

２月８日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

２月11日

（水・祝）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

２月15日

（日）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

☆フッ化物塗布のご予約は、千代田町保健
　センターまでお願いします。

2015年
農林業センサス
を実施します

健 康

　農林業センサスは、我が国の農林業の実態を明ら

かにすることを目的とした統計法に基づく報告義務

がある重要な統計です。

　調査結果は、農林業施策の企画・立案・推進のた

めの基礎資料として利活用されます。

　調査時点は、平成27年

２月１日です。

　調査票へのご回答をお

願いします。

◎問い合わせ

　市長公室　企画係

　☎37-0102

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

１月
9日（金）

10：00～12：00

千代田支所 ２－３会議室
16日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側

２月
6日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側
13日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

１月
9日（金） 9：00～12：00 脊振公民館 小会議室
13日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
19日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

２月
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
13日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
16日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　１月15日(木）  10：00～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　１月13日（火）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご
相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00～ 12：00、13：00～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050-3383-5510

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107
１月９日（金）は相談員が不在

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。
※12月29日～１月３日は、お休みです。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　１月16日（金）15：00～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　１月10日（土）、22日（木）
　　　　　13：00～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　１月17日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○と　き　　１月15日（木）　13：30～ 16：30
○ところ　　神埼町保健センター
○受　付　　１月13日（火）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　神埼支所　☎51-1822

〇相談日　毎日（年末年始を除く）　９：00～ 16：00
　　　　　（アバンセ休館日は電話相談のみです）
〇弁護士相談
　第２・第４金曜日　10：00～ 12：00（予約制・要相談）
◎問い合わせ
　佐賀県交通事故相談所（佐賀県くらしの安全安心課）
　☎25-7061

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）

交通事故相談
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● 

募　

集 

●

● 

お
知
ら
せ 

●

勤
労
者
の
皆
さ
ま
へ　
　
　
　

　

生
活
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
︲
０
０
８
８
）
ま
で

神
埼
歩
こ
う
会　

会
員

林
業
退
職
金
制
度
︵
林
退
共
︶

子
育
て
サ
ロ
ン﹃
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
﹄

目
達
原
駐
屯
地
見
学
ツ
ア
ー

有
料
広
告

有
料
広
告

○
日
時　

２
月
19
日
（
木
）

　

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
　

　

陸
上
自
衛
隊　

目
達
原
駐
屯
地

○
内
容

　

装
備
品
展
示
、
隊
員
食
堂
で
の
食

事
体
験
な
ど

○
参
加
費　

５
０
０
円

　
（
昼
食
・
記
念
写
真
代
な
ど
）

○
定
員　

20
人
（
抽
選
）

○
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
①
住
所
、②
氏
名
、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
、
⑤
職
業
、

⑥
性
別
を
ご
記
入
の
上
、
次
の
宛

先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日

　

１
月
30
日
（
金
）
※
必
着

申

・
問

目
達
原
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
５
２
︲
２
１
６
１

　

〒
８
４
２
︲
０
０
３
２

　

神
埼
郡
吉
野
个
里
町
立
野
７
︲
１

　

目
達
原
駐
屯
地
広
報
室
見
学
ツ

ア
ー
係

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
左
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に

参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

１
月
８
日
（
木
）

　

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　

北
側
駐
車
場

○
行
き
先　

　

市
内
初
詣
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

○
距
離　

約
10
㎞

○
年
会
費　

１
，５
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
︲
３
８
６
６

　

神
埼
市
で
は
、
九
州
労
働
金
庫
と

協
力
し
て
、
勤
労
者
の
皆
さ
ま
の

生
活
安
定
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
勤
労
者
福
利
厚
生
資
金
貸
付
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

低
金
利
で
の
貸
付
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
生
活
資
金
を
必
要
と
さ
れ

る
方
は
、ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者

・
神
埼
市
に
居
住
し
て
い
る
勤
労
者

の
方

・
世
帯
に
お
け
る
年
間
所
得
金
額
が

８
０
０
万
円
以
下
（
最
低
収
入
１

５
０
万
円
以
上
）
の
方

・
事
業
資
金
、
債
務
整
理
資
金
以
外

の
生
活
資
金
を
必
要
と
す
る
方

○
貸
付
条
件

・
貸
付
限
度
額　

３
０
０
万
円
以
内

・
貸
付
利
率　

��

年
２
・
０
％

・
貸
付
期
間　

�

10
年
以
内

※
労
働
金
庫
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
保
証
人
が
必
要
で
す
。

申
・
問

九
州
労
働
金
庫　

佐
賀
支
店

　

☎
３
２
︲
１
２
３
１

　︵
制
度
に
つ
い
て
︶

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７
︲
０
１
０
７

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、

各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
出
来
う
る
限
り
の
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部

又
は
本
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

〒
１
７
０
︲
８
０
５
５

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
︲
２
４

︲
１
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

☎
０
３
︲
６
７
３
１
︲
２
８
８
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
︲
６
７
３
１
︲
２
８

９
０

○
と
き
・
内
容

【
１
月
】（
毎
週
月
曜
日
開
催
）

・
５
日　

園
庭
開
放
日

・
19
日　

手
ぶ
く
ろ
を
作
ろ
う
！

　
（
製
作
あ
そ
び
）

・
26
日　

お
は
な
し
会

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問

大
立
園
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
︲
３
１
４
４
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福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
合
同
就
職
面
接
会

結
核
健
康
診
断︵
ポ
ー
タ
ブ
ル
検
診
︶

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
巡
回
相
談

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

● 

相　

談 

●

有
料
広
告

有
料
広
告

○
と
き　

２
月
４
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
～
３
時
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
総
合
体
育
館

○
内
容

・
参
加
求
職
者
と
参
加
事
業
所
と
の

面
接
会

・
福
祉
関
連
資
格
の
取
得
方
法
並
び

に
福
祉
分
野
の
仕
事
内
容
に
つ
い

て
の
相
談

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要

問

佐
賀
公
共
職
業
安
定
所
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー　

☎
２
４
︲
４
３
６
２

　

佐
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
８
︲
３
４
０
６

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
︲
０
１
１
６
）
ま
で

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場

自衛官候補生 18歳以上27歳未満
（学歴不問） 男 随時 鳥栖地域事務所までお問い

合わせください 目達原駐屯地

防衛大学校
（一般・後期） 高卒（見込含）～21歳未満 男

女
平成27年1月21日（水）
　　　　�～1月30日（金）

１次：平成27年２月28日（土）
２次：平成27年３月13日（金）

鳥栖地域事務所までお
問い合わせください

幹部候補生
（一般）

大卒（見込み）　詳しくはお
問い合わせください

男
女 ３月上旬から ５月中旬予定 決定後お知らせします

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

【
要
予
約
】

○
と
き　

２
月
５
日
（
木
）

　
（
受
付
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時

○
と
こ
ろ
　

　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
関
す

る
相
談（
診
断
科
目
は
整
形
外
科
・

耳
鼻
咽
喉
科
）

・
医
療
に
関
す
る
相
談

・
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
、
適

合
等
に
関
す
る
相
談
、
判
定
（
主

に
再
交
付
）

※
事
前
に
電
話
等
で
の
予
約
が
必
要

で
す
。

○
予
約
受
付
期
間

　

１
月
23
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

２
月
４
日
（
水
）

申

・
問

神
埼
市
役
所　

　

高
齢
障
が
い
課　

　

☎
３
７
︲
０
１
１
１

　

融
資
の
申
し
込
み
に
関
す
る
相
談

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
返
済
の
見
直
し
や

経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

１
月
19
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
き　

１
月
８
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
个
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
︲
３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

１
月
26
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
︲
６
２
９
６
︲
７
５
５
０

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
（
☎
５
２
︲
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
︲
４
３
４
２

○
対
象
者

　

市
内
在
住
で
身
体
障
害
や
寝
た
き

り
な
ど
の
理
由
に
よ
り
結
核
検
診

の
受
診
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
方

な
ど

○
実
施
内
容

　

自
宅
な
ど
へ
出
向
い
て
の
胸
部
Ｘ

線
撮
影
・
喀
痰
検
査

○
実
施
時
期
　

　

１
月
下
旬
～
３
月
20
日
（
金
）

○
検
診
料
金　

無
料

○
申
込
締
切　

１
月
14
日
（
水
）

申

・
問

神
埼
市
役
所�

健
康
増
進
課

　

☎
５
１
︲
１
２
３
４
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　明けましておめでとうございます．☆．。．:*･ ﾟ
毎週水曜日のお昼12時から12時55分までラジオ局
ＦＭ佐賀で“皆さんの神埼市！”をＰＲする番組『Ｍ
Ｙ ＤＥＡＲ 神埼』のパーソナリティ、おのくみこ
ですヽ (=´▽`=)ﾉｵﾒﾃﾞﾄｰ♪
　私がこの『市報かんざき』の紙面に投稿させて
頂くようになったのは、平成23年度からですから、
今回で２度目の新年号となります。
　そこで『昨年の市報では、お正月にどんな事を書
いていたのかな？』と読み返してみました。
そこには・・・・
　『ワタクシ、おのくみこの今年2014年の目標は「肩
の力を抜く！」です。。
　出 っ 来 る か な？ 出 来 る か な？？　（ 苦 笑 …
　ヽ (^o^)丿じゃ～ねっ♪）』
と言う文章で締めくくられており、それを一年が終
わった今、読み返してちょっと苦笑…ｗｗ
　私の、そして『MY DEAR 神埼』の2014年も肩
の力を抜くどころか、いつもの年以上に駆け足で駆
け抜けていった一年でした。
　そこで、ちょっと2014年の「MY DEAR 神埼」
を振り返ってみると…１月、全国でＵＳＴ（ユース
トリーム）配信を見て下さっている方の投票によっ
て『日本で一番面白いＵＳＴ番組を決定する！』と
いう『Ustream大賞2013』に無謀にも初エント
リー！放送の中では勿論の事、番組のＦＢ（フェイ
スブック）や、ツイッターなど、ＳＮＳを駆使して
全国の方に「MY DEAR 神埼」をアピール！２月
には、そんな全国からエントリーした約300番組の
中から、まさか！の18位に選ばれ私自身もビック
リ！＼(◎o◎) ／
　それだけ全国の方に、「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」と神
埼市をアピール出来た事に手応えを感じることが出
来ました☆･: ﾟ *ｵｫヾ (o´∀｀o)ﾉﾒﾃﾞﾀｲ* ﾟ :･☆
　３月、スタッフの１人、武田 咲耶卒業。頑張っ
てくれたスタッフの卒業は、毎度のことながら切な
く寂しいものです…(´Д⊂ｸﾞｽﾝ
　年度が変わって、４月からは番組スタッフがそれ
までの４人体制から１人減って３人となり、いきな
り波乱のスタート(；´Д｀)ﾄﾎﾎ。
　にもかかわらず、新体制の中、直ぐにやってき
た『さが桜マラソン』での吉野ケ里歴史公園での応
援イベント、５月には、春の九年庵での初の試み

『リスナーハイク』も大成功～♪７月～８月の市内
での３つのお祭りの取材(; ﾟ∀ﾟ )=3ﾊｧﾊｧ。９月の東
京出張！ﾊﾟｼｬｯ ! Σp[【◎】]ω・´)、10月ＦＭ岩
手での１週間の研修、１１月秋の九年庵での公開生
放送ヽ (=´▽`=)ﾉ、そして12月は大晦日の31日の
生放送で一年の締めくくり！∑( ﾟДﾟ )とまぁ、よく
もここまで毎月毎月なにかしらトピックがあるもん
だ。というくらいに充実した一年を過ごすことが出
来ました(人´∀｀)．☆．。．:*･ ﾟ
　結果！私が2014年の目標としていた「肩の力を
ちゃんと抜いて」これだけの事をやってきたかどう
か？は、置いといて(｡ _ ﾟ )〃ﾄﾞﾃｯ !　１つ言えるこ
とは…
　神埼市と『MY DEAR 神埼』
のお陰で今まで経験した事がな
い位に中身の濃い、充実した良
い一年を過ごすことが出来た！
ということは確かです(￣―￣)
vﾌﾞｨﾌﾞｨ
　 そ し て、 ま た 新 し い 年、
2015年がスタートしました♪
果たして今年はどんな一年となるのやら？
　今年も神埼市や、市民の皆さんと共に、ﾜｸﾜｸ
((o(´∀｀)o))ﾄﾞｷﾄﾞｷな一年になりますよ～に(〃∇〃)
そして新しい年2015年も、皆さんの住む街、神埼
市の番組『ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼』をヨロシクお願い
します･: ﾟ *☆･: ﾟ * ヾ (*´∀｀*)ﾉ* ﾟ :･☆* ﾟ :･☆
 おのくみこ☆

　実は・・・￣ノ∇￣）￣ー￣）ヒソヒソ　
　ここだけの話。『ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼』さんは、今
年も『Ustream大賞2014』にエントリーしてるら
しいよっ。よければ投票して神埼市民の皆さんの力
でぜひベスト10入賞させて下さいねっ。ヨロシクお
願いします　m(__)mﾍﾟｺﾘｰﾇおの
＊詳しくはＦＭ佐賀『ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼』または
　神埼市役所市長公室まで（笑）

第９回
「～2015年も神埼市と
　　　　　共に(*ﾟ∀ﾟ)／～」



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ⑮
　神埼郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献した
偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介しています。
（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

神
埼
統
合
中
学
校
の
初
代
校
長
、神
埼
町
史
の
刊
行

佐
賀
大
学
の
名
誉
教
授
、
自
宅
に
若
竹
文
庫
を
開
く

境さ
か
い　

國く
に

彦ひ
こ

副そ
え

島じ
ま 

羊よ
う

吉き
ち

郎ろ
う

明
治
40
年（
１
９
０
７
）〜

　

平
成
７
年（
１
９
９
５
）

西
郷
村
姉
川　

生
ま
れ

明
治
40
年（
１
９
０
７
）～

　

平
成
16
年（
２
０
０
４
）

仁
比
山
村
城
原　

生
ま
れ

　

國
彦
は
、
明
治
40
年
に
西
郷
村
姉
川
で
生
ま
れ
、
晩
年
は
枝
个
里
で

過
ご
し
ま
し
た
。
先
生
に
な
る
た
め
、
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
か
ら
佐

賀
県
師
範
学
校
の
本
科
に
進
み
、
大
正
15
年
に
小
学
校
の
正
教
員
の
資

格
を
取
り
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
に
は
、
神
埼
町
内
の
神
埼
・
西
郷
・
仁
比
山
の
三
中
学
校

の
統
合
に
よ
り
、
神
埼
統
合
中
学
校
の
初
代
校
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

國
彦
は
、
在
職
中
か
ら
「
教
育
こ
そ
町
づ
く
り
の
根
本
で
あ
る
」
と

の
考
え
に
基
づ
き
、教
育
・
文
化
振
興
の
強
化
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
県
内
に
先
駆
け
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

の
「
地
区
子
育
て
懇
談
会
」
が
校
区
の
集
落
毎
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
社
会
教
育
委
員
、
県
学
校
安
全
審
査
委
員
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
副
会
長
な
ど
も
務
め
ま
し
た
。
以
後
も
、
教
育
行
政
の
充
実
に
、

そ
の
見
識
、
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
し
、
神
埼
町
教
育
委
員
会
の
教
育

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

晩
年
、
町
民
の
中
か
ら
神
埼
町
史
編
纂
の
声
が
上
が
り
、
國
彦
を
中

心
に
編
纂
に
取
り
か
か
り
、
各
委
員
の
総
力
を
あ
げ
て
の
努
力
に
よ
り
、

見
事
な
町
史
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
・
昭
和
・
平
成
の
三
代
に
わ
た
り
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の
大

き
く
変
化
し
た
教
育
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
、
常
に
教
育
者
と
し
て
の

使
命
感
を
持
ち
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
活
躍
を
し
、
そ
の
功
績
は
市
内

外
の
人
々
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羊
吉
郎
は
、
仁
比
山
村
城
原
に
副
島
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

東
京
高
等
師
範
学
校
の
数
学
科
に
倍
率
20
倍
の
難
関
を
突
破
し
て
合
格
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
、
数
学
の
教
師
と
し
て
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

教
師
と
し
て
働
く
一
方
、
人
生
、
人
間
学
に
関
心
が
湧
き
、
東
京
文
理
科

大
学
の
心
理
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
研
究
が
、
戦
後
、
佐
賀
大

学
で
の
心
理
学
の
研
究
に
役
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

羊
吉
郎
は
、
昭
和
25
年
４
月
、
佐
賀
大
学
教
育
学
部
の
教
育
心
理
学
の
担

当
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
で
講
義
す
る
の
だ
か
ら
何

よ
り
勉
強
研
究
が
大
切
だ
と
努
力
し
、
更
に
ど
う
し
て
も
学
位
を
取
ら
ね
ば

と
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
学
位
論
文
を
提
出
し
、
審
査
の
結
果
、

教
育
学
博
士
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
ま
で
の
23
年
間
、
羊
吉
郎
は
多
く
の
業
績
を
残
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
53
年
に
は
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
学
で
研
究
に
力
を
注
ぐ
一
方
で
、
昭
和
45
年
、
自
宅
の
一
部
を
開
放
し
、

夫
妻
で
自
宅
周
辺
の
農
村
集
落
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
若
竹
文
庫
を
開

設
し
ま
し
た
。
県
立
図
書
館
の
巡
回
文
庫
か
ら
借
り
た
３
０
０
冊
の
児
童
図

書
か
ら
始
め
、
20
年
後
に
は
文
庫
の
蔵
書
が
２
，７
１
０
冊
と
な
り
、
登
録

者
数
は
３
８
５
人
と
な
り
ま
し
た
。
新
聞
に
も
度
々
紹
介
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で

も
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
新
聞
「
社
会
大
賞
」
を
受
賞
、
伊
東
忠
記
念

財
団
助
成
金
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ 

11

シ
リ
ー
ズ
11

有
料
広
告

有
料
広
告

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
詩
吟
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
筑
水
吟
詠
会　

筑
星
会
（
千
代
田
グ
ル
ー
プ
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

筑
水
吟
詠
会　

筑
星
会（
千
代
田
グ
ル
ー
プ
）

　

詩
吟
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
私
塾
や

藩
校
に
お
い
て
武
家
の
子
弟
の
教
育
と

し
て
漢
詩
に
独
特
の
節
を
つ
け
て
詠
ん

だ
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
和
歌
や
俳
句
な
ど
も
吟
じ

ら
れ
、
吟
詠
、
吟
道
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
詩
吟
に
は
一
人
で
吟
ず
る
独
吟
、

数
人
が
合
唱
の
よ
う
に
声
を
合
わ
せ
る

合
吟
や
吟
じ
る
箇
所
を
分
担
す
る
連
吟

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
味
が
あ
り

ま
す
。

　

筑
水
吟
詠
会　

筑
星
会
は
40
年
の
歴

史
が
あ
り
、会
長
の
修な
が

山や
ま

筑ち
く

真し
ん

さ
ん
（
修

山
真
智
子
さ
ん
）
の
ほ
か
、
田た

代し
ろ

筑ち
く

香こ
う

さ
ん
（
田
代
美
智
子
さ
ん
）、
伊
東
筑ち

く

珠し
ゅ

さ
ん
（
伊
東
那
知
子
さ
ん
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
指
導
者
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
で
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
練
習
す

る
ほ
か
、
全
体
で
も
合
同
で
毎
月
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

千
代
田
グ
ル
ー
プ
で
は
６
人
の
会
員

が
毎
週
水
曜
日
に
、
伊
東
さ
ん
の
指
導

で
張
り
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
声
を
響
か

せ
て
い
ま
す
。
練
習
の
成
果
は
、
昇
段

試
験
で
段
位
の
認
定
を
受
け
る
ほ
か
、

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
や
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
演
な
ど
で
も
披
露
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

伊
東
さ
ん
か
ら
は
、
詩
情
を
込
め
て

正
し
い
日
本
語
で
吟
ず
る
こ
と
な
ど
、

発
声
に
つ
い
て
厳
し
い
指
導
と
指
摘
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
一
つ
ひ
と
つ
を
理
解

し
な
が
ら
何
回
も
復
唱
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
練
習
の
合
間
に
は
食
事
会
や

旅
行
な
ど
の
楽
し
い
話
も
交
わ
さ
れ
ま

す
。
ま
た
腹
式
呼
吸
で
発
声
す
る
た
め
、

「
健
康
維
持
に
良
い
」「
ス
ト
レ
ス
解
消
に

な
る
」
と
の
喜
び
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

伊
東
さ
ん
は
、
詩
吟
の
楽
し
さ
や
効

果
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
会
員
を
増
や
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

◎問い合わせ
　伊東那知子さん
　☎0952-44-3537
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第９回神埼市青少年主張大会
　神埼市内の小・中学生、高校生、大学生、新成人の代表14人が、日ごろ気づいたことや訴えたいこと、
願いや希望を心をこめて元気いっぱいに発表します。未来を担う青少年に温かい応援をお願いします。

市民の皆さん、どうぞお出かけください!!

○とき

　１月31日（土）　９：30 ～ 12：00
○ところ

　千代田文化会館「はんぎーホール」

○特別出演　吹奏楽部の演奏（神埼中学校）

○主催　神埼市青少年育成市民会議

○共催　神埼市、神埼市教育委員会、

　　　　神埼ロータリークラブ

◎問い合わせ

　神埼市青少年育成市民会議　☎44-2154 ▲神埼中３年
　沖元美帆さんの作品

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

ど
こ
迄
も
空
靑
々
と
鷹
浮
べ

�

藤
山　

初
次

幾
百
の
寒
暮
の
宮
の
雀
か
な

�

牟
田
口
則
子

独
り
身
の
我
が
身
つ
ま
さ
る
喪
の
葉
書

�

香
月
富
士
雄

戦
爭
を
知
ら
な
い
孫
と
な
ま
す
切
る

�

松
本　

都
子

紅
葉
の
苔
に
積
み
た
る
九
年
庵

�

音
成　

市
次

階
下
よ
り
カ
レ
ー
の
勾
ひ
賀
状
書
く

�

田
原
ひ
よ
子

先
立
て
る
妹
山
茶
花
咲
き
継
げ
る

�

東
島
万
喜
子

水
仙
や
陽
の
傾
む
き
て
海
鳴
り
す

�

畑
石
蝌
蚪
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

普
段
着
の
顔
で
話
せ
る
同
窓
会

�

眞
島　

永
治

パ
パ
に
な
る
覚
悟
を
決
め
て
初
詣
で

�

田
中　

雅
代

変
わ
ら
な
い
昔
の
味
で
売
っ
て
い
る

�

佐
藤
久
仁
子

ふ
さ
ぐ
身
も
祭
り
囃
子
に
活
気
づ
く

�

鵜
木
美
代
子

そ
れ
以
上
飲
ん
だ
ら
だ
め
と
妻
の
目
が

�

吉
村　

民
子

付
き
添
わ
れ
女
医
の
前
で
は
し
ゃ
ん
と
な
る

�

森
﨑　

寛
次

前
向
き
に
生
き
て
仲
良
く
年
重
ね

�

眞
島　

壽
子

美
し
い
夕
日
瞼
に
残
し
行
く

�

若
菜　

花
子

師
走
な
ど
考
え
た
く
も
な
い
師
走

�

森　

ミ
ズ
エ

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

小
さ
き
は
小
さ
き
ま
ま
に
い
の
ち
あ
り

葉
蔭
に
あ
か
き
か
ら
す
瓜
い
く
つ

�

中
原　

幸

床
の
間
の
掛
軸
と
り
か
ゆ「
雪
景
色
」

亡つ

夫ま

と
眺
め
し
日
び
の
な
つ
か
し

�

坂
井　

栄
子

介
護
者
へ
あ
ま
た
感
謝
の
一
日
が

け
ふ
も
暮
れ
た
り
つ
る
べ
落
と
し
に

�

大
井
サ
カ
ヱ

わ
が
夢
は
夢
の
ま
ま
に
て
裡
に
秘
む

成
ら
ざ
る
故
に
今
も
埋
も
れ
火

�

城
島　

孝
子

読
み
聴
か
せ
寝
か
せ
い
し
孫
18
歳

自
転
車
走
ら
せ
看
護
実
習

�

田
中　

と
代

紅
葉
の
九
年
庵
の
水す

い

琴き
ん

窟く
つ

音
聞
き
ほ
れ
し
歌と

友も

旅た
び

立
ち
ぬ

�

納
富　

茂
子

な
か
な
か
に
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
は
発
芽
せ
ず

そ
の
球
根
の
青
き
芽
を
待
つ

�

前
山　

ツ
タ
エ

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

朝
露
を
お
く
蜘
蛛
の
巣
の
き
ら
め
く
を

脊
か
が
め
抜
く
る
少
し
や
さ
し
く　
　
　

�

高
橋　

露
子

氷
踏
む
音
も
聞
こ
ゆ
る
通
学
路

子
等
の
歓
声
空
に
は
じ
け
る

�

石
田
千
津
代
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